










(要約)宮崎県では昭和 62 年 10 月から日本母性保護医協会宮崎県支部のATL ウイルス母子

感染対策事業により県内の各施設で妊婦の HTLV-1 抗体の検査がおこなわれてきた。抗体検

査の成績をもとに妊婦の哺乳指導がおこなわれ、これまでに特に大きな問題もなく経過し

てきた。本県では HTLV-1 抗体検査は妊婦が希望した場合のみに実施し、強制はしていない。

また、確認試験による抗体陽性妊婦に対して哺乳指導を行ない、人工哺乳か母乳哺育か妊

婦自身に決定させている。 

今回我々は、日本母性保護医協会宮崎県支部のATLウイルス母子感染対策事業でおこなわ

れた抗体検査成績と当科における HTLV-1 抗体陽性妊婦家系調査及び出生児の追跡調査結

果をもとに妊婦及び家族の保健指導について報告する。 

昭和 62 年 10 月から平成 2年 12 月までの 3年 2か月間に妊婦 21,907 例にスクリーニング

検査(PA 法)をおこない陽性は1,474 例(6.73%)、その中で WB 法陽性であったのは 1,197 例

(5.47%)であった。 

当科で HTLV-1 抗体陽性妊婦の 39 家系を調査したが、夫の抗体保有率は 41.0%であった。

また妊婦の実母を検査できたのは 26 家系であった。実母 26 例中 15 例(57.7%)が陽性であ

った。陽性妊婦の夫と実母をともに検査できた26 家系のうち、夫と実母の両者ともに陽性

は 3家系、夫が陰性で実母が陽性は 12 家系、夫が陽性で実母が陰性は 8家系であった。 


